
ノリ養殖の現状

有明海再生機構 顧問

荒牧 軍治

平成２７年６月２４日（水）有明海再生機構主催

有明海市民講座

第９回

この有明海市民講座の実施に当たっては「福岡都市圏広域行政事業組合流域連携基金」の助成を受けて実施いたしております。



有明海4県の海苔の
生産枚数の推移

有明海におけるノリ生産

比較的安定的に推移
諫早湾締切

★

２０００年の大規模な色落ち被害

特異な事象（自然災害）
リゾソレニア・インブリカータ（大型珪藻）
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２０００年冬〜２００１年春大規模な海苔の色落ち

２０００年に有明海で大発生したリゾソレニア・インブリカータは２０００年前
にも赤潮レベルに達した。リゾソレニア・インブリカータは外海に生息し
（休眠期細胞が発見されていない）、低塩分の夏期には湾内への侵入が
阻まれるが、高塩分状態（３０〜３５）になるときに湾内に進入して高い日
照条件下で大発生する。大型珪藻は特殊な条件が整ったときに大発生
する赤潮である。

環境省有明海・八代海総合調査評価委員会報告書ｐ３４
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佐賀県有明海水産振興センターは近
年のノリ養殖の状況をどう見ているか

１）主な養殖作業

「有明海佐賀県海域の海況と漁業等の現況」（平成25年3月）より

採苗： 平成11年度まで10月上旬、12年→10月12日、16年→11日
平成19年度以降は中・下旬 平成19年→10月25日

網の撤去： 平成12年度→4月30日を除き、平成13年までは3月末まで
それ以降は4月上・中旬まで延長

２）病害等の発生

壺状菌病： 毎年発生 平成5〜8年は10月下旬に確認 それ以後は11月以降
近年は秋芽網期、冷凍網期ともに大被害になることはない

アカグサレ病： 毎年発生 甚大な被害は平成８，15，23年

スミノリ病： 活性処理が導入された平成5年度以降では平成14年度のみ

色落ち： 毎年発生 平成5，９，１８，１９、24年度はほとんど被害無し
冷凍網期 西・南部での頻度が高い ２０〜23年度は被害著しい

ノリ容態が緑色に
変色、白く脱色し
て網から脱落

穴があいたり、色
が赤くなる

淡い赤色を呈す
る→製品加工す
る過程で表目が
墨を塗ったように
黒くなり艶が無く
なる
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１）乾海苔の生産状況

生産枚数： アカグサレ病と色落ち 平成８年度→11.5億枚 12年度→9.9億枚
平成16年度以降は17.9億枚以上と安定

生産金額： 平成8、12年度は低かった 平成16年以降は191億円以上と安定

平均単価： 平成5年〜15年までは変動幅大 16年以降は低位安定

生産状況は、平成5〜
15年度までは不安定、
平成16年度以降は変動
幅が少なくなって高位
安定して連続10年日本
一を維持している

大規模な色落ち
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海苔養殖と環境場の関係

● 流れ： 20cm/sec 程度
● 波浪： 風波浪階級2 以下（波高0.1～0.5ｍ）で養殖継続限界
● 光： 採苗・育苗期で 3,000～8,000lux、育成期で7,000～12,000lux
● 濁り： SS 10mg/L 以下が良
● COD： 2mg/L 以下が望ましい
● 栄養塩： 平均流速10～30cm/sec で

DIN 5～7μg-at/L（全窒素70～98μg/L）、リン7～14.3μg/L
● 塩分： 採苗期28～34（最低20）、育苗期25～35（最低18）、養成期22～33（最低18）

第６回環境省有明海・八代海総合調査評価委員会 資料−２
DIN 7μg-at/L＝１００μg/L

白石地先：大潮48 cm/s（平均25cm/s）
小潮４０ cm/s（平均１７cm/s）

-5-この有明海市民講座の実施に当たっては「福岡都市圏広域行政事業組合流域連携基金」の助成を受けて実施いたしております。



溶存態窒素（ＤＩＮ）

溶存態窒素（ＤＩＮ）

筑後川河口

荒尾沖

福岡県
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溶存態窒素（ＤＩＮ）

溶存態窒素（ＤＩＮ）

佐賀空港沖

太良沖
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柵
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全国の海苔業界の変遷 全国海苔貝類漁業協同組合連合会
ホームページ（海苔業界の現況—平成20年度の動向）より

生産量 １１０億枚→９０億枚
平均単価 １９円→９円
経営体数 ７万戸→４０００戸
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地区別共販数量の推移
（社法）中小企業診断協会佐賀県支部

「佐賀県におけるノリ養殖協業体の現状と課題」より

全国的には： 増加→ピーク（平成5年頃）
→減少へ

東日本地区： 横ばい→減少へ

瀬戸内地区： 増加→ピーク（平成5年頃）
→減少へ

有明海地区： 増加→異変（平成１２年）
→横ばいへ

熊本県・福岡県： 増加→横ばいへ

佐賀県 増加 （最近は横ばい）

全国

大規模な色落ち

有明地区
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有明海・瀬戸内海におけるノリ生産の変遷

栄養塩不足
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地区別共販金額の推移

全国的には： 長期的に減少

東日本地区： 一方的に減少

瀬戸内地区： 横ばい→減少へ

有明海地区： 緩やかに減少

熊本県・福岡県： 緩やかに減少
佐賀県 横ばい
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（社法）中小企業診断協会佐賀県支部

「佐賀県におけるノリ養殖協業体の現状と課題」より佐賀県のノリ養殖業

昭和50年〜
平成4年頃

１０〜１３億枚

平成５年〜
平成１５年頃

１５億枚程度

平成１５年以降
１８〜２０億枚

共販金額
昭和５１年から

１５０〜２５０億円

共販枚数と共販金額
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ノリ養殖行使者数

昭和４６年（１９７１年）２７０１人をピークに減少

平成２２年（２０１０年）１００１人に減少
６３％減

施設網数 ４２万枚（１５６枚/人）

３１万枚（３１０枚/人）

減柵（げんさく）
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九州農政局統計部発表
（平成１７年１２月）

漁業経営調査平成１６年（２００４年）

家族型経営調査（有明海）海面ノリ養殖業

１９戸の養殖業者のデータ（抽出データ）

漁業収入： 1,815万円
漁業支出： 993万円
漁業所得： 822万円

漁業支出の割合

漁業外所得： ３０４万円
総所得 ： 1,126万円
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１　累年統計表

（有明海のり養殖業）調査経営体一世帯当たりの平均 単位：千円

雇用労賃 油費 諸材料費
減価償
却　費

平成7年 16  3

4

6.3 9  83 4.5   45 2.7   99 7.9   95 4.8 3  74 3.4 6  51 1.8 3  21 0.0 9  72 1 .8

　　8年 15  1

0

6.9 8  82 7.6   38 8.3   72 5.4   89 3.2 3  39 4.9 6  27 9.3 3  28 4.0 9  56 3 .3

　　9年 20  5

1

1.7 10  4

3

5.3   61 4.2   89 4.2   99 7.1 3  69 5.7 10  07 6.4 3  88 4.2 13  960.6

　  1

0

年 15  54 4.0 9  60 7.3   70 6.1   77 4.5   91 1.2 3  37 6.0 5  93 6.7 3  34 6.4 9  28 3.1

　  1

1

年 15  10 4.3 9  38 6.4   59 4.6   79 4.1   91 6.5 3  50 4.9 5  71 7.9 4  05 2.0 9  76 9.9

　  1

2

年 10  50 9.7 8  56 6.3   26 7.1   60 9.7   75 1.3 3  70 2.9 1  94 3.4 3  84 7.5 5  79 0.9

　  1

3

年 20  01 0.0 9  72 6.6   99 2.2   92 8.1 1  18 1.1 2  85 7.5 10  28 3.4 3  89 9.2 14  18 2.6

　  1

4

年 15  61 0.1 9  29 0.3   43 6.2   98 9.7 1  20 6.6 2  90 3.4 6  31 9.8 2  88 7.1 9  206.9

　  1

5

年 18  08 8   

 

9  39 7      82 0    1  01 8    1  08 6    2  48 9    8  69 2    3  41 4    12  10 6    

　  1

6

年 18  15 3   

 

9  93 0    1  05 9    1  12 8    1  23 5    2  57 0    8  22 3    3  04 1    11  26 3    

漁業外
所　得

注：　平成15年調査結果より表示単位未満を四捨五入しています。

総所得調査年
漁　　業　　支　　出

漁業
所得

漁業
収入

ノリ漁家の漁業収入・支出

漁業所得が大きく変動する
平成１２年度（大規模な海苔の色落ち）の漁業所得が極端に低い
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地区別共販実績
（社法）中小企業診断協会佐賀県支部

「佐賀県におけるノリ養殖協業体の現状と課題」より
瀧本慎也、伊藤康宏（島根大学生物資源科学研究科）修士論文を引用

２００７年（平成１９年） ２１億４２００万枚 平均単価１０．７２円
１９９９年（平成１１年） １４億５２００万枚 平均単価１１．７７円

東部地区 2,643万円/1漁家

２００７年度

西・南部地区 1,435万円/1漁家

平均単価：ほぼ同じ→枚数の違いだけ

西・南部地区は
１漁家あたりの柵数が少ない、１柵あたりの枚数が少ない

○2007年度佐賀有明地区別共販実績

枚数（千枚）金額（千円）枚数（千枚）金額（千円）

東部地区 467 144,158 309 2,467 26,434 7,990 85,634
中部地区 316 91,728 290 1,857 19,884 6,398 68,500
西・南部地区 305 79,546 261 1,332 14,345 5,108 55,005
東部地区 598 175,965 294 1,228 14,790 4,173 50,306
中部地区 369 97,882 265 993 13,547 3,743 51,071
西・南部地区 384 86,478 225 793 8,472 3,521 37,618
社団法人中小企業診断協会佐賀県支部「佐賀県における有明ノリ養殖協業体の現状と課題」報告書

１柵当たり1漁家あたり

2007

1999

年 地区 漁家数 柵数
行使者当
たり柵数

★

★

東部地区（千代田、諸富、早津江、大託間、南川副、広江） 中部地区（東与賀、佐賀、久保田、芦刈、福富）
西・南部地区（白石町北明、新有明、龍王、鹿島、たら、大浦）
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地区ごとの収入について

２００７年

売上額（千円） 漁業支出（千円） 漁業収入（千円） 枚数（千枚） 金額（千円）
一枚当たりの
金額（円）

東部 26,434 9,980 16,454 7,990 85,634 10.7

中部 19,884 9,980 9,904 6,398 68,500 10.7

西・南部 14,345 9,980 4,365 5,108 55,005 10.8

地区

1漁家あたり １柵あたり

２００７年

売上額（千円） 漁業支出（千円） 漁業収入（千円） 枚数（千枚） 金額（千円）
一枚当たりの
金額（円）

東部 14,790 9,980 4,810 4,173 50,306 12.1

中部 13,547 9,980 3,567 3,743 51,071 13.6

西・南部 8,472 9,980 (1,508) 3,521 37,618 10.7

１９９９年

地区

1漁家あたり １柵あたり

１９９９年

１枚当たり金額→各地区ほぼ同じ→収入の違いは柵数の違いと１柵あたりの生産枚数の違い

１柵あたりの生産枚数が少ない→栄養塩が不足している（地区の特徴）
１漁家あたりの柵数が少ない→ノリ漁家数が多すぎる

西・南部地区

１枚当たりの単価が低い、１柵あたりの枚数が少ない→栄養塩が不足している
漁業収入が赤字→漁業支出を抑えたはず→漁業支出を抑える努力を（協業化等）

西・南部地区
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海苔共同委託加工事業に取り組んで 全国青年・女性漁業者交流大会

新有明漁協 片渕恵子

新有明漁協： 南有明漁協と有明町漁協が合併（平成３年）
組合員７３名 内海苔養殖業者５４名
１漁家平均２９８柵 平均耕作面積１８０アール
発足時１３３名海苔養殖業者→５４名（平成１７年）

女性部： 部員５４名 わかしお石鹸全戸配布 浜清掃 定例会

協業化の動き： 贈答用海苔の需要減 業務用増加→単価低迷 反して資材高騰
コスト削減、作業負担の軽減、省力化

海上作業及び陸上での乾燥加工まで全て協業化（平成７年度から）

有明海漁協１３、８１グループの協業

新有明漁協： 平成８年から６協業体が稼働→養殖技術、養殖規模の違い、意見の違い

平成１３年から 摘採・海上作業は各自 乾燥加工を協業化

カントリー方式
カントリー方式の提案

１漁家当たり 平均３２０柵
１柵平均摘採枚数 ６７０枚
製造１枚当たり利用料 ３円５０銭

１製造ライン１時間１万枚→２ライン
全体利用計画３５２０柵 １１漁家
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協業体との違い
自分で摘採したものを自分のものとして売れる
製造は専属のオペレーター
利用者は海上の養殖管理に専念
規模拡大への可能性大

大変魅力的な事業

女性： 家事・子供の面倒
家族世話ができ、時間的余裕

最初に女性だけで寄合

次第に本音 オペレータには経験者を
自分たちでコスト計算→各人の水揚げ額・資産を公開（無理）

→小中大規模別生産コストを漁協に依頼
個人経営体

減価償却費
水道光熱費
雇用費

共同加工事業
委託加工費一本

コスト半分

（単位：千円）

200柵 300柵 400柵 200柵 300柵 400柵
減価償却費 3,156 3,706 3,706 0 0 0
委託加工費 0 0 0 2,764 4,146 5,528
保守修繕費 435 741 994 200 200 200
消耗品費 1,100 1,650 2,200 596 894 1,192

水道光熱費 504 757 1,009 0 0 0
燃油代 726 1,089 1,452 230 230 480
雇用費 250 550 730 0 0 0

合計 6,171 8,493 10,091 3,790 3,790 7,400
「ノリ協業化に取り組んで」新有明漁協婦人部　片渕恵子

ホームページより抜粋

個人 共同加工

個人経営体・共同加工体製造コスト比較比較表

項目
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有明海漁業におけるノリ養殖の位置
「有明海佐賀県海域の海況と漁業等の現況」（平成25年3月）より

海面漁業・ノリ養殖業生産量・生産額 佐賀県農林水産統計年表より

ノリ類養殖 １３４億円〜２３６億円 →全体に占める割合８０％〜９５％

海面漁業
２万トン→２５００トン

（平成元〜８年） 平成２１年
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二枚貝漁獲量

プランクトン沈殿量

佐賀県ノリ養殖東部海域における色落ち発生状況（川村，2006） 二枚貝漁獲量

プランクトン沈殿量

佐賀県ノリ養殖東部海域における色落ち発生状況（川村，2006）

二枚貝漁獲量が多い時期(1988年~1997年)は比較的海苔の色落

ちが発生していないことを明らかにし、海苔生産の安定化
には二枚貝の増殖が有効であることを示唆

佐賀大学速水准教授

二枚貝漁獲量大色落ち発生少ない

二枚貝とノリの色落ちとの関係

７
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ホームページ「日本の水産業の現状と未来」より

日本全体の水産業の推移
沿岸漁業： 小型の漁船で海岸近くで行うもの（養殖を含む）
沖合漁業： やや離れた沖合で中型の漁船で行うもの
遠洋漁業： 遠くはなれた場所で大型の漁船で行うもの
内水面漁業： 川や湖沼などの淡水域で行うもの

沿岸・海面養殖漁業は変動していない

沿岸漁業が中心
９４００億円→６割
漁業者→９割
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「海苔ジャーナル」刊行

海苔産業情報センター
福岡県朝倉郡筑前町依井1091‐3
代表 藤井弘治

平成26年3月22日
シンポジウム「今こそ有明海の現状と未来を考えよう」

「流通体制から見た海苔養殖業
の課題と将来展望」

贈答用（主として建設業者）→増産体制（浮き流し、冷凍網等）→過当競争

生産枚数７０億枚 → １００億枚

海苔流通の問題点

海苔共同販売制度（共販）

生産者の利益を保護育成する上で共同販売を行うことは
当然だと思います

「全量集荷・全量販売」契約には問題がある

「乾海苔入札及び売買契約書

第２条 １． 甲（共販団体）はその所属会員により生産される乾海苔全量を集
荷するように努め、これを指定商社（甲により入札参加資格者と認められた商
社）に優先的に売り渡すものとする。
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「海苔共販に関する確認書」
１． 入札指定商社の資格条件について

（４） 指定商社は甲の乾海苔共販事業に出品された乾海苔以外に、直接、間接
を問わず、甲の属する地域で生産された乾海苔の買い付けを行わないものとす
る。但し、甲は甲の属する地域で生産された乾海苔の全量集荷に努め、生産者
代表との間でその旨を明記した覚書を取り交わし、その写しを九州地区漁連共
販開始前までに乙（入札指定商社組織）に提出する。

昭和３４年「全九州乾海苔共販協議会」と指定商社の任意組織「全九州入札指定
商組合」との間に交わされた内容を継承

昔は売り手市場→現在は買い手市場

同じ等級の製品が１０００箱単位で出される
→同一グループでは変えないので他のグルーと共同→談合価格（低額）
→低質品を低価格で購入→
→コンビニ等の業務用が７割→単価は低め→量を採る漁業へ
→海苔業界全体が「低きに流れる負のスパイラル」

価格を上げる努力を

本当に美味しい海苔を１枚１００円で売る→輸出も
手漉き海苔の試み→佐賀市支所婦人部→三角天草（１００円以下では絶対売らない）
海苔の原藻は全量集荷・全量販売の対象外→畜産、化粧品、薬品、調味食品等
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入札価格帯の低価格化→食材の多様化に埋没→海苔産業の衰退へ？

海苔共販価格帯枚数と比率の推移
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生産数と単価の変遷

商品と原料価格帯
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海苔の輸入実績
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ご清聴ありがとうございました
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